
－研究－
外装用合板の促進劣化試験（2）
　　－接着強度および機械的強度の変化－

　    　中　村　史　門　　佐　藤　光　秋

　前報にひきつづき，外装用合仮をウェザーメーター

により促進劣化せしめ、その問の接着強度および機械

的強度の変化について検討をくわえたので報告する。

  1． 試料および試験方法

  1．1　試料およびウェザーメーター処理

　供試合板，表面処理法，ウェザーメーター処理方法

は前報と同様であり、樹種はシナ，カバ，ナラ，ラワ

ン，カプール，表面処理はポリウレタン系塗料による

塗装を施し，ウェザーメーター処理はWV型ウェザー

メーターにより216時間を1単位としておこなった。

また仕較のため市販のフェノール樹脂含浸紙オーバー

レイ合板2種類を供試した。

  1．2　接着強度試験

  10×30cmのサイズでウェザーメーター処理（裏端

面エポキシ樹脂塗料でシール）した試料から、JAS

B型接着力試験片を採取し，含水率約12％に調湿後の

常態引張りせん断強度を測定した。試験片の切り込み

はすべて順方向とし，3プライのオーバーレイ合板B

以外は，5プライ合板の表

板側の2接着層の強度を測

定した。

　ウェザーメーター未処理

試料については，JAS規

格の煮沸くり返し試験も実

施した。

  1．3　機械的強度試験

　ウェザーメーター処理に

よる供試合板の機械的強度

の変化を検討するため，静

的曲げ試験をおこなった。

　ウェザーメーター処理し

た7×40cmの試料から巾5cmの静的曲げ試験片を

採取し，スパンを厚さの48倍として中央集中荷重で曲

げ試験をおこなった。試験片は表板繊維方向をスパン

の長さ方向と一致させ，荷重は暴露面が引張り側にな

るように試験片の裏面から加えた。試験時の含水率は

約12％，試験片個数は3枚である。

　2． 試験結果および考察

　2．1  接着強度

　第1表にウェザーメーター未処理合板の常態および

煮沸くり返し接着力試験の結果を示した。

　この結果、オーバーレイ合板B以外のものはJAS

1類に合格している。しかしながら，オーバーレイ合

板Bは煮沸くり返し強度が平均で6.2kg／cm2と規格値

の7kg／cm2を下回っており不合格となっている。

　常態試験において，ラワンが19.4kg／cm2と最も接

着強度が高く，ナラが14.3kg／cm2と他の樹種に比較

して特に低い値を示している。また，シナ，カバ，カ

プールはラワンに近い値を示している。これは，いず

第1表　ウェザーメーター未処理合板の接着力
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れの樹種の場合も中心，そえ心にラワン単板を使用し

ており，異樹種構成合板の接着強度は最も弱い樹種の

接着強度に支配されること，またせん断試験における

試験片の破壊状態を詳細に観察すると，ナラの場合，

他の樹種に比較してナラ単板の部分における破断が多

く，このことから，ナラが特に接着強度が低いのはナ

ラ単板の強度的性質によるものと考えられる。

　耐久性試験としておこなわれる煮沸くり返し試験に

おいて，接着強度はシナ，カバ，カプールで常態強度

の約84％，ナラで80％，ラワンで67％と

低下しており，ラワンが最も低下が大き

い。また，オーバレイ合板は台板にメ

ラミン樹脂接着剤を使用しているため，

煮沸くり返し処理により，常態強度の約

55％まで接着強度が低下しており，木破

率も18～23％と常態試験における96～97

％に比して大きく低下している。このた

め，BはJAS 1類に不合格となってい

る。

　第1図および第2図にウェザーメータ

ー処理による接着強度の変化を示した。

また処理による接着強度の低減をみるた

め，未処理のものの値を100として強度

低減比を計算し第3図に示した。

　図から，いずれも1,080時間の処理後

も7kg／cm2以上の平均接着強度を保持

している。未塗装の場合には，接着強度

は処理時間とともにほぼ直線的に低下し

ており，シナ，カプールにおいては1,080

時間の処理により未処理の約50％まで接

着強度が低下している。ただし，カバの

場合，ウェザメーター処理により一時接

着強度が増大しているが，これはフェノ

ール樹脂接着剤にみられる後硬化による

ものと考えられる。

　また，塗装処理による接着強度の変化

に対する影響は明らかに認められ，未塗

装合板が大きく低下するのに対して塗装処理したもの

の低下は小さく，塗膜の薄い塗装方法Aよりも厚いB

の方が効果が大きいといえる。樹種により，塗装処理

の効果には差異があり，前報における表面性能の面で

良好であったシナ，カバの塗装合板はウェザーメータ

ー処理によっても接着強度はほとんど低下していな

い，これに対して表面性能の点で劣っていたラワン，

カプールにおける接着強度の低下は大きい。

　接着強度の低下は木材質と接着層との劣化疲労の相

第2表　静 的 曲 げ 試 験 結 果
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互関係によるものであるが，いづれの因子が主要なも

のであるかを判定しうる場合は少ない。本試験におい

ても同様であるが，木破率の測定結果を勘案すると，

シナにおける接着強度の低下は，ウェザーメーター処

理により木破率が向上していることから，材質劣化の

影響が大きいものと考えられ，一方カプールの場合に

は接着層における劣化が大きいものと考えられる。

　従って，塗装による表面処理が接着耐久性の向上に

与える影響というものは，一つには木材質の劣化を防

ぐこと，一つには接着層の劣化を防ぐ効果というもの

が考えられる。この二つの効果があいまって接着耐久

性の向上をはかっているものと考えられる。

　また，比較のため供試したオーバーレイ合板はウェ

ーザーメーター処理1,080時間後も接着強度の低下は

認められず，オーバーレイ処理が接着耐久性の向上に

対して効果が大きいことがわかる。

　耐久性試験の一方法である煮沸くり返し試験の結果

とウェザーメーター処理による結果を比較してみる

と，未塗装合板において，カプールでは216時間以内

の処理で煮沸くり返し試験における接着強度の低下と

同程度まで低下し，シナ，ナラでは216時間以上，ま

たカバ，ラワンでは1,080時間の処理により煮沸くり

返し接着強度まで低下している。一方，オーバーレイ

合板はウェザーメーター処理による接着強度の低下は
認められず，煮沸くり返し試験の結果とは大きく異な
っている。この様に，表裏単板の樹種，表面処理によ
って，煮沸くり返し処理とウェザーメーター処理によ
る接着耐久性の判定が異なってきている。このことか
ら，ウェザーメーター処理と実際の屋外暴露との関連
性が明確にされていないとはいえ, JASによる判定
のみでは完全とはいえない場合があることに留意しな
ければならない。
　2．2　機械的強度
　静的曲げ試験の結果を第2表に示した。ウェザーメ
ーター処理による強度の低減をみるため，未処理のも
のの値を100としてこれに対する強度の低減比を求め
第4図に示した。
　この結果，ウェザーメーター未処理のものの機械的
強度はカバ，ラワン，カプールが高く，曲げ強さが約
630kg／cm2，曲げ弾性係数が約82×103kg／cm2であ
る，またナラが最も低く，曲げ強さが約420kg／cm2，
曲げ弾性係数が約46×103kg／cm2である。このナラの
機械的強度の低いことが接着強度の低いことの一原因
となっているといえる。
　ウェザーメーター処理によりいずれもその曲げ強度
は低下している。未塗装の場合，各樹種とも同様の低

第4図　ウェザーメーター処理による機械的強度の低減比
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下傾向を示しており，処理初期における低下が激しい

ようである。表板単板の樹種により低下程度が異な

り，シナ，ナラにおける低下が激しく，1,080時間の

処理で未処理のものの約50％まで低下している。しか

しながら，他の樹種においても1,080時間の処理によ

り約64％まで低下しており，ウェザーメーター処理に
よる曲げ強度の低下は大きい。

　ここで第5図に

未塗装合板のウェ

ザーメーター処理

による厚さ減少の

測定結果を示した

が，曲げ試験にお

いては表層の強度

が大きく影響する

ことから，処理に

よる厚さ減少の測

定結果また前報に

おける摩耗試験結

果からシナ，ナラ

における曲げ強度

の低下が大きいこ
との原因は表層劣化が他の樹種に比して激しいためと

考えられる。

　曲げ弾性係数においてもほぼ同様の傾向がみられ，

シナが最も低下が大きく，1,080時間の処理で未処理

の60％まで低下している。

　塗装による表面処理の効果は認められ，接着強度に

おけると同様，シナ，カバにおける効果が大なるもの

があり，塗膜の厚い方が効果が大きいといえる。

　オーバレイ合板はウェザーメーター処理による機

械的強度の低下は認められず，オーバーレイによる表

面処理の効果が大きいといえる。

　まとめ

　ウェザーメーターにより，外装用合板の接着強度お

よび機械的強度の変化について検討をくわえたが，そ

の結果を要約すると

  1） 接着強度

　接着強度はウェザーメーター処理により低下する。

未処理の場合，シナ，カプールの低下が大きい。塗装

処理により接着耐久性は向上し，塗装処理の効果はシ

ナ，カバにおいて著しく，塗膜の厚い方が効果的であ

る。

　2） 機械的強度

　曲げ強さ，曲げ弾性係数ともウェザーメーター処理

により低下する。シナ，ナラにおける低下が激しい。

塗装処理の効果があり，シナ，カバにおける効果が大

きく，塗膜の厚い方が効果が大きい。

　3） 以上の結果，また前報の表面性能試験の結果を

考えあわせると，外装用合板として性能上からはカバ

が最も適していると考えられる。しかしながら，シナ

も適切な塗装処理を施すことにより現在市販されてい

るフェノール樹脂含浸紙オーバーレイ合板あるいは外

装用ラワン合板と同程度の性能を示すものと考えられ

る。

　以上二報にわたって，外装用合板の耐久性について

ウェザーメーターによる促進劣化法により検討してき

たが，勿論ウェザーメーターによって外装用合板の性

能を判定するためには，さらに多くの資料をつみかさ

ねていく必要があり，実際の屋外暴露との関連性を解

明していく必要が当然ある。このため，現在本試験と

同一試料について屋外暴露また他の促進劣化試験を実

施中であるので，今後機会をみて発表する予定であ

る。

　終りに，本研究にあたって，終始御懇切な御指導を

いただいた前林産試験場接着科長阿部勲氏（現三重大

学助教授）に心より感謝の意を表します。　（完）

　文　献

1）中村史門，佐藤光秋：本誌，10月号（1973）

　　　　　　　　　　　　　－木材部　接着科－

　　　　　　　　　　（原稿受理　48．10．4）

第5図　ウェザーメーター処理
 　　　による未塗装合板の厚
 　　　さ減少量


